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児童の算数科における内包量の単位の理解に関する研究 
 
児童教育学科 2016 年度卒業生 福間友哉 
 
小学校学習指導要領解説算数編には人口密度や速さの単位は組立単位と例示されてはいるが，授業
では，面積や体積以外の組立単位について指導されることはない．そこで，単位に着目した「異種ま
たは同種の２量の割合」の指導方法について示唆を得るために，第４，５，６学年を対象に，単位に
関する理解状況を明らかにすることにした．３種類の内包量（問題Ａ：１箱当たりの個数，問題Ｂ：
ペットボトル１本当たりのジュースの量，問題Ｃ：１時間当たりに進む距離）に関する第二用法を題
材とした問題を調査問題として公立小学校２校の児童 383 名（４年：131 名．５年：122 名．６年：130
名）を対象に，平成 29 年１月に調査した．各問題とも，立式と答えの記述を求める小問（小問①），
問題に提示されている数字の表す量を問う小問（小問②③），答えとして求められている量を問う小問
（小問④），単位をつけた式を問う小問（小問⑤）から構成されている．解答結果をもとに分析・考察
し，以下の知見を得た． 
１）小問①の理解状況 
問題Ａ，Ｂ，Ｃの式と答えを問う小問①では各学年間での平均得点に有意な差はなかった．調査対
象者のうち４，５学年は「速さ」については未学習であり，調査校の先生方は未学習のため問題Ｃは
正解できないであろうとの考えだった．しかし，学習済みか未学習かに関係なく３つの学年の正答率
はほぼ 90％以上と，全ての学年で高い正答率であった．この結果は，遠藤（2015）の結果と同様であ
り，たとえ「速さ」を学習していなくても，「1 箱に入っているケーキの数」や「１本のペットボトル
に入っているジュースの量」と同じように，「速さ」を初めから存在している量として理解して考えら
れることを示唆し，２，３学年のかけ算の学習において「単位時間当たりに進む道のり」と「時間」
から「進んだ道のり」を求める問題を取り扱うことが可能であることを示唆している． 
２）問題に与えられた数値の理解状況 
各学年で，３つの問題について，小問と正解者数・不正解者数の関連について検討したところ，４
学年では問題Ａ，Ｂで，５学年では問題Ａ，Ｂ，Ｃで，６学年では問題Ａで小問と正解者数不正解者
数は有意に独立ではなく，どの学年も小問②③と比較して，小問④の正解者数が有意に少なかった．
どの学年も答えとして求められている量に対する把握が不十分なまま解答している可能性が伺われる． 
次に，各小問で，３つの問題について，学年と正解者・不正解者数の関連を検討したところ，小問②
「１つ分の数」では問題Ｂ，Ｃで，小問③「いくつ分」では問題Ａ，Ｂ，Ｃで，小問④「ぜんぶの数」
では問題Ａ，Ｂ，Ｃで，５，６学年と比較して４学年では正解者数が有意に少なかった．５，６学年
と比較して４学年は小問②③④の問題に与えられている数値が示している量の意味や単位をあまり認
識せず，数値の操作で問題を解いている子どもが多いと推察できる． 
３）単位の理解状況 
３つの学年とも正しい単位をつけた式を記述できた児童は少なかった．誤答の多くは「５個×３箱
＝15 個」「２Ｌ×４本＝８Ｌ」「70 ㎞×３時間＝210 ㎞」であった．「一つ分の大きさ」表す単位を，
組立単位を用いて表現する学習をしていないため，正答の多くは「５個×３＝15 個」「２Ｌ×４＝８
Ｌ」「70 ㎞×３＝210 ㎞」と外延量の単位をそのまま用いたものであった．小問④で問題に与えられた
数字の表すもの」として「何倍したもの」という解答をしている子どももいたが，単位をつけた式を
正しく記述することはできなかった．問題に与えられた数値に対する理解と式で混乱が起きているこ
とが伺える． 
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